
 

  

 

この度、開催されました親睦スポーツ大会では、文化厚生部の皆さんが中心となって準備

を進めて下さいました。文化厚生部さんの親睦スポーツ大会の一日に密着させて頂きまし

た。梅雨時の雨上がりのじめじめとした空気の中、11 時半頃からてきぱきと作業が始ま

ります。この日のために入念な準備をしてきたそうです。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

看板を設置        届いた荷物を運びこみます   食料など大量の荷物です 

 

アリーナではメインのスポーツ大会のための設置準備がおこなわれます。 

           

 

 

 

懇親会の会場は剣道場です。剣道場にたくさんの食料や食器、景品などが運ばれ、テーブ

ルの準備などをしている間、アリーナのすぐ前では、受付のテーブルが設けられ、こちら

でも対応に追われていました。バレー参加者、応援の皆さん全ての名簿をチェックし、名

札を渡して、懇親会でおこなう抽選の為の券も配っていました。応援の人も含めて保護者

参加者総人数およそ２８０名。なんとこれまで一番の参加人数だそうです。 

試合で使うボールの大きさは決ま

っています。入念にチェック！！ 

 

ネットもピンと張っているか確

認を怠りません。 

 



         

 

 

 

 

     

剣道場いっぱいに長テーブルを配置、大勢の保護者を迎える為です。テーブルクロス、テ

ーブル毎に飲み物の種類と本数、花やコップの数なども事細かく書かれたマニュアルがあ

りました。 

   

 

文化厚生部の担当の方々は、開会式の前から準備運動指導のリハーサルも行っていました。

参加される皆さんが体を傷めないようにとの配慮です。 

スポーツ大会が始まると、タイムキーパーや審判をします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブルの高さなどサイズが微妙

に異なり、合わせるのにも一苦労。

案外と力仕事です。 

受付だけでも大仕事！ 

２８０名ですから！ 



懇親会では、ジュースやお茶の追加などに目を配り、また料理の入れ替えなど休む間もな

く働かれていました。 

    

   

文化厚生部の皆さんは、親睦スポーツ大会が楽しく滞りなく進むように、会場のすみずみ

まで気を配りながら連携して活動されていました。朝早くから本当にお疲れさまでした。 

 

 

 

 

   加藤事業部長をはじめ、文化厚生部の皆さん、ご協力ありがとうございました。 


